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This paper discusses the housing estate Rundling constructed in Leipzig in 1929-30, focusing 
on the relationship between the arrangement of residential buildings and dwelling unit plans.  
German architect Hubert Ritter designed the housing estate Rundling as triple circular rings 
consisting of twenty-four arc-like residential buildings.  He adopted this distinctive arrangement in 
consideration of the raised ground in Leipzig-Lößnig.  In order to ensure good residential condition 
in the circular buildings, Ritter planned various dwelling unit with careful consideration of the 
relationship to direction.  Though the details of Ritters’ planning in these buildings had not been 
revealed until today, this study attempted to present sixteen types of dwelling unit plans of housing 
estate Rundling by searching and analyzing historical drawings housed in the Leipzig city archive.  
So, the housing estate Rundling is one the prominent examples of the housing estates during Weimar 
period, not only because of its unconventional arrangement of residential buildings, but also its 
variety of dwelling unit plans. 
 
㸯㸬はじめに 
ᪧ東ドイツの主要㒔ᕷライプツ࢕ヒの㑹外に、円環状の
住棟配置をもつジードルンク（住宅ᅋ地）がある。建築家
フーベルト・リッター（Hubert Ritter: 1886-1967）の設計で
1929-30 年にライプツ࢕ヒᕷによって建設されたジードル
ンク・ルントリンク（以下、「ルントリンク」とも࿧ࡪ）で
ある。円ᘼ形平面の 24 棟の住棟が୕㔜の円をᵓ成する（図
1）。ヴァイ࣐ール共࿴国時代のドイツで建設されたジード
ルンクの୰にはこのように幾何学的な住棟の配置を♧す
例がしばしば見られるが、その୰でもルントリンクは、幾
何学形状のᚭᗏという点で㝿❧つものである。 
ジードルンク・ルントリンクの୕㔜の円の୰ᚰには住棟
にᅖࡲれた円形のᗈሙがある。建築史家ヴ࢕ンフリート・
ࢿルデ࢕ン࢞ーはルントリンクを評౯する㝿に、このジー
ドルンクと同様に住棟にᅖࡲれた幾何学形のᗈሙをもつ
ジードルンクの例として、カール・シュࢼイダー設計のハ
ンブルクのࣖࣞシュタット（1926-29 年）（図 2）を引き合
いに出している 1)。ࣖࣞシュタットでは 1 ㎶ 100m のṇ方
形ᗈሙをᅖう全住戸にỈ平のᖏのようにバルコニーが設
けられ、それを通して住人たࡕのព㆑がᗈሙという共᭷の
୰ᚰ点へと向けられる。それはヴァイ࣐ール共࿴国でồめ
られた「新しい共同♫会（Gemeinschaft）の㏣ồのための建
築的シン࣎ル」の一つの形であり、ジードルンク・ルント
リンクも同様の例としてᣲࡆられるという 2)。 
ただしこの評౯はㄽ者によって変わり、例えばࢤルト・
ࢣーラーは、ルントリンクの୰ኸの「何もない」円形ᗈሙ
をᣦして、「共同体のための外部✵㛫の真のᥦ᱌というよ
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りも、✵⹫な見せかけ（Geste）として見る࡭き」と断じて
いる 3)。ルントリンクの幾何学的でシン࣎リックな計画に
は㈶ྰ୧ㄽがあることがわかるが、筆者がここでὀ目した
いのはࢿルデ࢕ン࢞ーの⥆くᣦ᦬である。ᙼは、ࣖࣞシュ
タットやルントリンクと同様に、住棟によってᅖい㎸ࡲれ
た୰ᚰ的な✵㛫をもつジードルンクのもう一つの例とし
て、ブルーノ・タウト設計のベルリンのジードルンク・ブ
リッツの馬蹄形住棟（1925-27）（図 3）にもゝཬした上で、
ジードルンク・ルントリンクの計画のព⩏について次のよ
うに㏙࡭る。 
「ヴァイ࣐ール共࿴国で建設された௚の象ᚩ的・幾何学的
な配置をもつ住宅地とẚ࡭たときの H.リッターのルント
リンクの特別なព⩏は、ᙼが 11 の␗なる住戸平面をⓎᒎ
させ、それによって住戸の方位の問題をඞ᭹し、⤖果とし
て、方位に関して問題が生ࡲれがࡕな円形の配置に、▩┪
を生じさせなかったことである 4)」。 
本✏では、このࢿルデ࢕ン࢞ーのᣦ᦬にあるように、ジ
ードルンク・ルントリンクの計画において、円環状の住棟
というᴟめてシン࣎リックな建築を実現するために、設計
者リッターがྲྀり組ࢇだ特ᚩ的な住戸平面の計画にὀ目
したい。それがヴァイ࣐ールᮇドイツのジードルンク建設
における建築家たࡕのྲྀり組ࡳのᖜのᗈさを♧すものに
なると⪃えるからである。 
ࢿルデ࢕ン࢞ーは、上記のようにルントリンクを評౯し
つつも、計画された住戸平面のᩘを㏙࡭ただけで、そのヲ
⣽についてはゐれていない。このジードルンクに関する先
行◊✲としては、⟶見の限りでは、リ࢔ࢿ・シャーフのㄽ
ᩥ 5)がもっともᗈ⠊なものと⪃えられる。同ㄽᩥではルン
トリンクの建築の特ᚩがᗈくㄽじられているが、そこでも
ࢿルデ࢕ン࢞ー同様、ジードルンクに「11 の␗なる平面が
用いられている 6)」ことにはゐれるものの、そのල体的な
分ᯒはなされない。௚の著者によるルントリンクに関する
記㏙でも、住戸平面のከ様さはたいていᣦ᦬されるものの、
その実ែについてල体的な分ᯒを行っている例はない。リ
ッター⮬㌟も、ᚋ㏙するように建設ᚋにⓎ⾲した㞧ㄅ記事
の୰で一部の住戸平面のタイプを例♧するが、平面タイプ
の⥲ᩘとその全容は♧さなかった。 
筆者はライプツ࢕ヒᕷ史料館で、ルントリンクの設計図
面を㜀ぴし、計画された住戸平面についての᝟ሗをᚓた。
本✏ではその成果をもとに、このジードルンクにおいて、
円形の住棟配置との関係で実㝿に何✀㢮の、どのような特
ᚩをもつ住戸平面がᥦ᱌されていたのかを明らかにする 7)。
さらにその⤖果を㋃ࡲえて、ヴァイ࣐ールᮇドイツのジー
ドルンク計画の୰でのジードルンク・ルントリンクの特ᚩ
を⪃えたい。 
ㄽᩥのᵓ成は次のとおりである。ࡲず➨ 2 ❶で、日本で
は࡯とࢇどㄒられない建築家フーベルト・リッターについ
てㄽじる。⥆く➨ 3 ❶ではジードルンク・ルントリンクの
成❧と建築の特ᚩを㏙࡭る。そして➨ 4 ❶において計画さ
れた住戸平面の実ែを明らかにし、その特ᚩを⪃ᐹする。
なお、本✏は筆者がྲྀり組ࡴヴァイ࣐ールᮇドイツのジー
ドルンク◊✲の一部である。筆者による௚のࢣーススタデ
࢕ 8)と同様に、ジードルンクの建設ᚋの変㑄を⤊❶で⿵㊊
している。 
 
㸰㸬設計者フーベルト・リッターについて 9) 
フーベルト・リッターは 1886 年 5 月 17 日にドイツのニ
ュルンベルクで生ࡲれた。♽∗と∗が画家というⱁ⾡と⦕
の῝い家庭であった。しかしリッターが 2 ṓのときに∗が
௚⏺し、ẕはᏊ౪たࡕとともにミュンヘンに⛣住した。ミ
ュンヘンのࢠムࢼジウムを༞ᴗしたᚋ、リッターはミュン
ヘン工科大学に入学し、建築を学びጞめる。大学では特に
ルࢿサンス建築のㅮ⩏をㅮじたフリードリヒ・フォン・テ
࢕࢔シュ（1852-1921）からᙉい影㡪をཷけ、1909 年の༞
ᴗᚋはフランクフルト・࢔ム・࣐インのᙼの設計事ົ所で
一時ᮇാくことになる。そこでᙼは、ᚋにフランクフルト
でᩘከくのジードルンクの建設を手がけるエルンスト・࣐
イ（1886-1970）と同൉になった。リッターはこの事ົ所で
テ࢕࢔シュの代⾲作であるフランクフルトの大ホール
（Festhalle）や、ヴ࢕ースバーデンのク࢔ハウスのᨵ築計
画などにかかわった。 
1912 年に国家ヨ験に合格し、行ᨻ建築家（Regierung-
baumeister）の資格をᚓると、⩣ 1913 年ኟには 27 ṓのⱝ
さでࢣルンᕷの建築家（Stadtbaumeister）に௵用された。ࢣ
ルンでのึᮇの௙事はᕷの建築物の⥔ᣢ・ಟ⌮に関するも
のであり、Ṕ史的な㞟会ሙやᕷᗇ⯋のᨵಟ計画をᢸᙜした。
そのときにᚋのࢣルンᕷ㛗（1917-33）であり➨஧次ୡ⏺大
戦ᚋすドイツึ代㤳┦（1949-63）となるコンラート・࢔デ
ࢼウ࢔ （ー1876-1967）の知㐝をᚓ、➨一次ୡ⏺大戦୰にᙼ
から、「ス࣌イン棟（Spanischer Bau）」と࿧ばれるṔ史的な
ᕷᗇ⯋建築の㆟ሙの設計を௵されている（1921 年❹工）。
➨一次ୡ⏺大戦ᚋの 1920 年代ึ㢌には、ᩋ戦によりኻわ
れた学ᰯ建築の計画や、ࢣルンᕷの㒔ᕷ計画設計➇ᢏの事
๓ᑂᰝにᦠわった。その設計➇ᢏの຾者となったハンブル
クの建築家フリッツ・シュー࣐ッハ （ー1869-1947）とは、
この௙事をᶵ⦕にぶ交を῝めている 10)。 
1924 年、ライプツ࢕ヒᕷの建設ᒁ㛗（Stadtbaurat）のබ
ເに応ເしたリッターは、87 人の୰からその職に㑅ばれ図  ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣈࣜࢵࢶ㫽▔෗┿㸦 ᖺ㸧 
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た。ジェームࢬ・ビューリンク（1871-1936）のᚋ௵として、
ᙼは 1924 年 11 月にライプツ࢕ヒに㉱௵した。ᙜ時のライ
プツ࢕ヒは⣙ 70 ୓人が住ࡴ୰部ドイツ᭷ᩘの㒔ᕷであり、
見本ᕷの㛤ദ㒔ᕷ、⏘ᴗ㒔ᕷとして 19 ୡ⣖ᮎより大きな
Ⓨᒎを見せていた。1930 年ࡲで建設ᒁ㛗をົめたライプ
ツ࢕ヒでのᙼの௙事は、㒔ᕷ計画からಶࠎの建築設計ࡲで
ከᒱにΏった。 
ᙼにồめられた主要な௙事の一つに、ライプツ࢕ヒᕷ全
ᇦの⥲合建設計画（Generalbebauungsplan）の策定があった。
これは在௵୰を通して準ഛされ、1929 年にⓎ⾲されてい
る。ᙼの㒔ᕷ計画の୰に「リングシテ࢕（Ringcit\）」とい
う㒔ᕷ୰ᚰ部に対するᥦ᱌がある（図 4）。1927 年に最ึ
にබ⾲されたこの計画は、ᕷ୰ᚰ部のṔ史的な街༊を⥔ᣢ
し、その࿘ᅖにかつてのᕷቨのように 8 階建ての高ᒙ建築
による環状街༊を作るᥦ᱌であった。ᙜ時のライプツ࢕ヒ
ᕷは、見本ᕷへの訪問者が年ࠎቑえ⥆け、街୰の事ົ所・
ၟᗑの㟂要は高ࡲる一方であり、そのための新たな事ົ所
✵㛫をこの環状街༊において౪⤥しようとした。ᪧ ᕷ街を
ྲྀりᅖࡴ環状のᵓ㐀は、୰ኸ㥐とも᥋⥆し、ᕷ内の円⁥な
交通にも᭷฼なものとされた。リッターはこの㒔ᕷ計画᱌
のㄝ明の୰で、ࣃリのṔ史地༊を㏆代的な高ᒙ建築で置き
᥮えようとしたル・コルビュジエのプラン・ヴォ࣡ࢨン
（1925 年）をᢈ判的に参照し、ࣃリやライプツ࢕ヒのよう
なṔ史的な街においてṔ史的・ᩥ化的౯್のある㒔ᕷ୰ᚰ
部をᏲることの㔜要性をッえている 11)。ᙼの㒔ᕷ、建築に
対するスタンスを♧すものとしてὀ目されよう。ࡲた、こ
こでの環状ᵓ㐀は、ᚋに設計されるジードルンク・ルント
リンクとの形ែ的な関連性もうかがわせる。 
௚方で、このᥦ᱌からもわかるように、リッターは高ᒙ
の建築にもྍ⬟性を見ていた。例えばライプツ࢕ヒ୰ኸ㥐
に㞄᥋する見本ᕷホテルを高ᒙ建築でᥦ᱌している（1927
年、実現せず）。ᙼはࡲた、ᕷの東部に連⥆する⥳のࢰーン
を計画するなど、㒔ᕷへの⥳地のᑟ入も㔜要どした。これ
はࢣルンで知ᕫをᚓたフリッツ・シュー࣐ッハーからの影
㡪とᣦ᦬されている 12)。⮬㌟の⤒験をもとにṔ史的な街୪
ࡳのಖᏑや⥳地を㔜どするጼໃを♧す一方で、高ᒙ建築な
ど新しいື向をྲྀり入れることにも⇕ᚰであった。 
ジードルンクとの関連では、1927 年 3 月にライプツ࢕
ヒで㛤ദされた「ジードルンク㐌㛫」を準ഛしたことが特
筆される。これはベルリン、ハンブルク、ࢣルンなどのド
イツ㒔ᕷに࢔ムステルダム、ウ࢕ーン、チューリヒ、ロン
ドンなどの௚国の主要㒔ᕷも加わった、住宅やジードルン
クに関する国㝿的なព見交᥮のሙであった。リッターはこ
のイベントの主ദ者として、先㏙の「リングシテ࢕」計画
やライプツ࢕ヒの住宅建設状ἣについてⓎ⾲している 13)。 
ᙜ時のドイツで住宅建設の⤒῭性を᳨ウする国家的な
◊✲ᶵ関であった「建設ཬび住宅の⤒῭性に関する国❧◊
✲協会（Reichsforschungsgesellschaft für die Wirtschaftlichkeit 
im Bau- und Wohnungswesen）」の࣓ンバーとしてのάືも
௜記しておきたい。そこでᙼはヴァルター・グロࣆウスら
とともに「鉄㦵建築」のጤ員会にᒓした。ᙜ時ライプツ࢕
ヒの住宅建設でも、リッターのもとで新たな建築ᵓ㐀が部
分的にヨࡳられたとされる 14)。しかし実㝿には、ルントリ
ンクをはじめとしたこの時ᮇのライプツ࢕ヒの住棟のከ
くは煉瓦を用いた組✚㐀であった。鉄㦵や鉄➽コンクリー
トなどの新たなᵓ㐀ᢏ⾡はࡲだ実験段階であり、ࡴしろ住
棟のデࢨインや配置計画、住戸の平面計画において、リッ
ターの⊂⮬性は実現していったと⪃えられる。 
住宅建築以外にも建設ᒁ㛗在௵୰に、グラッシ⨾⾡館新
館（1925-29）、大ᕷሙ（1927-29）、す屋内ỈὋሙ（1925-26）、
࣐ックス・クリン࢞ー学ᰯ（1928）などを設計し、ライプ
ツ࢕ヒᕷの㒔ᕷ基┙᪋設のᩚഛに㈉⊩した。ࡲた、1927 年
からྲྀり組ࢇだ大学⑓㝔地༊の⥲合計画では、ఏᰁ⑓⑓棟
（1929-30）などが実㝿に建設され、ライプツ࢕ヒのⓎᒎに
㒔ᕷ的スࢣールで影㡪を୚えた 15)。 
1930 年 11 月、建設ᒁ㛗の再௵をồめたリッターであっ
たが、ドイツ共⏘ඪ、ドイツ♫会Ẹ主ඪ、国家♫会主⩏ド
イツປാ者ඪの཯対をཷけ、㑅ᣲでᩋれてしࡲう。特に国
家♫会主⩏ドイツປാ者ඪ（ࢼチඪ）は、リッター在௵୰
の建設ண⟬のᾉ費を非㞴する࢟ャン࣌ーンをᒎ㛤したと
いう。そこには、ᙼのᩘࠎの建築作ရと୪ࢇでジードルン
ク・ルントリンクをᢈ判するゝⴥも連ࡡられていた。すな
わࡕ、「ࣞスニヒのルントリンクのばかࡆた⪃えにⳘ大な
費用をᾉ費している 16)」と。 
建設ᒁ㛗㏥௵ᚋ、リッターは建築家としてライプツ࢕ヒ
でάືした。⑓㝔設計の⤒験を生かして、1932 年には『現
代の⑓㝔建築（Der Krankenhausbau der Gegenwart）』を著
し、ハノーファー工科大学から博ኈྕをᤵ୚されている。
同᭩は➨ 3 ∧（1953 年）ࡲで∧を㔜ࡡた。以ᚋᙼは⑓㝔建
築のᑓ㛛家として、ከくの⑓㝔の計画にᦠわる。戦時୰は
現࣏ーランドのクラクフやルクセンブルクの⥲合建設計
画にもかかわるが、ライプツ࢕ヒのබ職にᡠることはなか
った。➨஧次ୡ⏺大戦ᚋはライプツ࢕ヒᕷの再建のために
再びබ職をồめたが、ᕷᙜᒁからㄆめられず、ಶ人の建築
家としてしばらく大学⑓㝔地༊の再建計画などにྲྀり組
ࢇだᚋ、1952 年 10 月にᨾ㒓ミュンヘンにᡠった。ミュン
ヘンではミュンヘン工科大学を༞ᴗしたᜥᏊのハンス・リ
ッターと協ാしながら、各地の⑓㝔計画を୰ᚰに設計を行
った。そして 1967 年 5 月 25 日、フーベルト・リッターは
81 ṓで生ᾭを㛢じた。 図  ࠕࣜࣥࢢࢩࢸ࢕ 㸦ࠖᶍᆺ෗┿㸧㸦 ᖺ㸧 
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先㏙したようにライプツ࢕ヒは 19 ୡ⣖ᮎから 20 ୡ⣖に
かけて急㏿にⓎᒎした୰部ドイツの୰ᚰ㒔ᕷであった。ド
イツᖇ国が成❧した 1871 年から➨一次ୡ⏺大戦がຨⓎし
た 1914 年ࡲでの㛫に、ᕷᇦをᣑᙇしながら、同ᕷの人ཱྀ
は⣙ 10 ୓人から 60 ୓人㉸にቑ加している。その時点でベ
ルリン、ハンブルク、ミュンヘンに次いでドイツᖇ国内で
➨ 4 の㒔ᕷとなった 17)。➨一次ୡ⏺大戦ᚋはከくのドイツ
㒔ᕷの例に₃れず、ライプツ࢕ヒでも住宅不㊊のゎᾘがႚ
緊のㄢ題となった。ある資料によれば、1919 年における同
ᕷの住宅不㊊ᩘは⣙ 13,300 戸だったとされる 18)。戦ᚋの
ΰ஘が⥆くこの時ᮇ、ライプツ࢕ヒでは௚㒔ᕷと同様にᕷ
や建設協同組合（Baugenossenschaft）が主な住宅౪⤥主体
となった 19)。1918 年から 1933 年の㛫に同ᕷでは⣙ 25,000
戸の住宅が建設されたとされる 20)。 
よく知られるように 20 ୡ⣖ึめのドイツの住宅地の建
設には、19-20 ୡ⣖㌿᥮ᮇにⱥ国で成❧した⏣ᅬ㒔ᕷ㐠ື
が大きな影㡪を୚えていた。๓௵のビューリンクの時代
（1915-24）には、ライプツ࢕ヒでもపᒙ庭௜きの「一家᪘
用住宅 21)」を主体とした、いわࡺる⏣ᅬ㒔ᕷ的なジードル
ンクの⌮᝿が㏣ồされていた。しかしリッターが建設ᒁ㛗
に╔௵した 1920 年代半ば以㝆、住宅౪⤥を加㏿させるた
めに、より効⋡の良いከᒙ住棟の建設にシフトしていった
22)。1924 年にᑟ入された家賃⛯による㈈※的ᜠᜨをཷけ、
1920 年代ᚋ半には住宅の建設ᩘがቑ加した。先行◊✲に
よれば、リッターは在௵୰に⣙ 8000 戸のᕷの住宅建設に
ᦠわったとされる 23)。このライプツ࢕ヒの例からもわかる
ように、1920 年代ᚋ半は一⯡に、୧大戦㛫ᮇのドイツで住
宅建設ᩘがもっともቑ大した時代であった。しかし 1929
年に㉳こったୡ⏺⤒῭ᜍៃの⤖果、1930 年代に入ると住
宅建設ᩘはῶᑡし、簡素な建築が優先されるようになって
いく。1920 年代⤊┙に建設されたジードルンク・ルントリ
ンクは、住宅建設にࡲだໃいがあった時代のライプツ࢕ヒ
における一つのプロジェクトだった。 
 
㸱Ѹ㸰㸬ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣝࣥࢺࣜࣥࢡࡢᡂ❧ 24) 
ルントリンクが建つのは、ライプツ࢕ヒᕷ୰ᚰ部から༡
方⣙ 5km に位置するࣞスニヒ（Lößnig）と࿧ばれる㑹外地
である。ࣞスニヒは 1891 年にライプツ࢕ヒᕷᇦに⦅入さ
れた地༊であり 25)、⥳のከい⮬↛環境㇏かなᅵ地であった。
この地にはすでに࢔ルト・ࣞスニヒという大規模な住宅地
が 1902-12 年に建設されていた。その༡東側の⦆やかな㉳
అをもつᅵ地にジードルンク・ルントリンクは計画された。
リッターは 1924 年の建設ᒁ㛗╔௵ᚋ、⥲合建設計画策定
のためにᕷᇦ全体、⣙ 409km2 の⯟✵写真を撮影させたと
される 26)。ルントリンクの敷地の特性もこのときにᢕᥱし
たと⪃えられる。 
1926 年 7 月にはこのジードルンクの事๓計画᱌（➨ 1
᱌）（図 5）が作成されている。㫽▔図としてᥥかれたこの
計画᱌を見ると、手๓に࢔ルト・ࣞスニヒの᪤Ꮡの住宅地
がᗈがり、そのዟの高台に」ᩘの建物が円形に配置されて
いる。これがジードルンク・ルントリンクの最ึの形であ
る。実現した୕㔜の円環ではなく、஧㔜の円環に加えて、
最外部は半円となっている。内側の円が 4 つの円ᘼ状の建
物からᵓ成されている点は実現した形と同じだが、その外
側の 2 ␒目の円環が 29 の小規模な、㛗さの▷い住棟から
ᵓ成されている点が実現と␗なる。⯆࿡῝いのは୰ኸの円
形ᗈሙの୰ᚰにࢦシック様式㢼のᑤሪをもつᩍ会が建っ
ていることである。ᗈሙにᩍ会が建つことで、住宅地とい
う共同体の୰ᚰ点がᙉㄪされているのである。 
このึᮇ᱌についてのリッターのゝⴥはṧされていな
いため、ここでᩍ会を計画した⤒⦋は不明である。ࢿルデ
࢕ン࢞ーは、リッターのこのᩍ会と、ブルーノ・タウトが
⮬㌟の⌮᝿的な㒔ᕷ計画᱌の୰ᚰに象ᚩ的な建物として
ᥦ᱌した「㒔ᕷのෙ」とのつながりにゐれている 27)。ここ
ではさらに、ドイツのジードルンクに影㡪を୚えたⱥ国の
実㊶との関連性も♧၀してࡳたい。例えばロンドン㑹外に
バリー・ࣃーカーとࣞイモンド・࢔ンウ࢕ンの設計で建設
されたハムステッド⏣ᅬ㑹外（1905〜）では高台の୰ኸᗈ
ሙに஧つのᩍ会（⮬⏤ᩍ会とセント・ジェードᩍ会、とも
図  ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣝࣥࢺࣜࣥࢡ஦๓ィ⏬᱌㸦 ᖺ㸧 
図  ࣁ࣒ࢫࢸࢵࢻ⏣ᅬ㑹እ㸦ࣟࣥࢻࣥ㸧ࡢࢭࣥࢺ࣭ࣛࣝ 
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にエドウ࢕ン・ラッチェンス設計）が建ࡕ、住宅地の୰ᚰ
をシン࣎リックに形成している（図 6）。そのようなⱥ国の
先例がリッターのึᮇ᱌にインスࣆࣞーシࣙンを୚えた
面があるかもしれない。 
しかし、同じ年に作成されたࣞスニヒ地༊の建設計画᱌
を見ると、ᗈሙの୰ᚰのᩍ会はなくなり、ሪ状の小さなモ
ニュ࣓ントに代わっている（図 7）。この➨ 2 ᱌では円環状
の住棟は実現したものと同様に୕㔜になった。ただ、୰ኸ
の円形ᗈሙへの入ཱྀが㛛のようになって、ᗈሙが㛢じた✵
㛫として⾲現されている点は最⤊形と␗なる。その一方で
外側の஧つの円環は、๓᱌同様に小規模な住棟から形成さ
れている。住棟ࡈとに⫼ᚋに庭が伸びていることから、こ
れらの住棟⩌は、庭௜きのテラスハウス形式が᝿定されて
いたのかもしれない。最⤊的には次⠇で㏙࡭るように、3
〜4 階建ての 24 の円ᘼ形の住棟による୕㔜円としてルン
トリンクは 1929-30 年に建設される。 
なお「ルントリンク」という名⛠は、すでに 1927 年の
時点で関係者内で用いられていたとされる 28)。リッターも
❹工ᚋの記事の୰で、ライプツ࢕ヒᕷẸがじきにཱྀࠎにそ
う࿧ࡪようになったと記している 29)。「ルントリンク」と
は、ඖ᮶、ライプツ࢕ヒの໭す部に点在する、スラブẸ᪘
による⊂特な環状㞟落をᣦすゝⴥであった。そのような地
方特᭷の㞟落の形状との㢮ఝ性から、このジードルンクの
計画に対して「ルントリンク」という࿧び名が用いられ、
ᚋに定╔したのだろう。 
スラブẸ᪘の環状㞟落ルントリンクについては、㛗㇂ᕝ
❶Ặのブルーノ・タウト◊✲の୰でヲ⣽にㄽじられている
30)。同᭩のㄝ明と写真によれば、環状㞟落ルントリンクで
は、戸建ての㎰家が୸いᗈሙをྲྀりᅖࡴように環状に配ิ
される。୰ኸのᗈሙは、コンࣃスでᥥいたようなṇ☜な円
ではないものの、各住宅がጔቨをᗈሙの୰ᚰに向けてᨺᑕ
状に配置されることで、⤖果として円に㏆い形になってい
る。☜かにジードルンク・ルントリンクに通じるが、୧者
の┦㐪点も目に௜く。ᣲࡆられるのが、戸建の⊂❧住宅と
㞟合住宅の㐪いである。⊂❧住宅によるスラブẸ᪘のルン
トリンクのᵓ成は、ࡴしろリッターの 1926 年の 2 つの計
画᱌（図 5, 7）に見られた、住棟が小規模に分๭された最
ึのጼに㏆いように見える。そう⪃えると、ルントリンク
のึᮇの計画にあった、スラブの環状㞟落に通じるような
ᅵ╔的、ಶ別的な色ᙬがⷧめられ、㏆代建築のᢳ象的かつ
㞟ᅋ的な㐀形に変᥮されていく㐣⛬が、ジードルンク・ル
ントリンクの成❧㐣⛬と見なすことができるかもしれな
い。 
 
㸱Ѹ㸱㸬ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣝࣥࢺࣜࣥࢡࡢᘓ⠏ࡢ≉ᚩ 
ジードルンク・ルントリンクの一␒の特ᚩは 24 の住棟
が୕㔜の同ᚰ円を形成する住棟の形状にあるといえる。❹
工ᚋ、リッターがこのジードルンクについてㄝ明した❹工
記事のᩥ❶をもとに、この住棟計画の根ᣐを㏙࡭たい 31)。 
リッターによれば、ライプツ࢕ヒのᅵ地の特ᚩは、平地
のᗈがるところにあり、Ἑᕝの࿘㎶のࡳわずかなᅵ地の㉳
అが見られるという。そのように平地が主となるᅵ地の特
ᚩはライプツ࢕ヒᕷの住宅建設にも影㡪を୚えてきた。か
つては街༊をᅖうタイプの住棟が一⯡的であったが、現在
は༡໭に伸びる住棟を平行に୪࡭た「ツァイࣞンバウ
（Zeilenbau）」と࿧ばれる平行配置型の住棟がジードルン
クの計画に用いられるようになってきたという。しかしそ
の⤖果として、住宅地の計画が༢ㄪになる༴㝤が生じてい
る。その問題をなくすために、事๓の㒔ᕷ計画的な作ᴗが
㔜要であり、ᅵ地形状に変化があり、平行配置型住棟が⤒
῭的・⨾的にዲࡲしくないሙ所では、ᅵ地の変化を⪃慮し
た建築の形状が᥈ồされると、ᙼは㏙࡭る。 
⥆いてリッターは、ルントリンクのㄝ明に⛣る。 
「᫖年建設がỴࡲったᕷ༡部のᅵ地のわずかな㉳అは、平
行に᭤線をᥥく等高線にἢって、住宅をồᚰ的な円として
配置するきっかけを୚えた。この方法により道路をẚ㍑的
ᑡないコストで実現し、建設に㝿してᅵ地のືきの㨩ຊを
高めることがྍ⬟になった。ᅵ地の⭾らࡳをᙉㄪするため
に、పいところにある円は 2 階建てか 3 階建てとし、内側
図  ࣞࢫࢽࣄᆅ༊ࡢ⥲ྜᘓタィ⏬㸦 ᖺ㸧 図  ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣝࣥࢺࣜࣥࢡ㓄⨨図㸦໭ࡀୖ㸧 
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の円を 4 階建てとした。32)」 
以上のㄝ明からわかるように、リッターは、ライプツ࢕
ヒには⌋しく㉳అのあるࣞスニヒのᅵ地形状を生かし、そ
の㨩ຊを高めるジードルンクをᥦ᱌した。丘の㡬部を୰ᚰ
点として 3 つの円環をᥥく。その㝿、住棟は等高線にἢっ
て、୰ᚰの円から外の円に⛣るにつれ、పい位置に建てら
れていく。そのコンセプトを♧すように、ルントリンクの
配置図には等高線が記されている（図 8）（ただし実㝿には
ṇ☜に等高線にἢって住棟が建つわけではない）。୰ኸの
円環のࡳ住棟の高さを 4 階建てと一段高くすることで、ᅵ
地の高ࡲりはさらにᙉㄪされる。それと同時に住棟を円形
に配置することで、道路の建設費がᢚえられるという⤒῭
性も主ᙇし、円環のジードルンクという࢔イデ࢕࢔を⿵ᙉ
した。 
その一方で、❹工記事の最ᚋでリッターは、「円形の建
築の⨾的効果は、そのファサード㐀形が非常にシンプルで
あるにもかかわらず、ዲࡲしく、㨩ຊ的である。୰ኸの円
形ᗈሙは現在すでにᙉい༳象を୚えるものであり、それࡒ
れの円環住棟や住居からの═めは変化にᐩࡴものとなっ
ている 33)」とも㏙࡭ている。道路の建設費など⤒῭的な面
についてゝཬする一方で、‴᭤する住棟が生ࡳ出すᬒ観的
㨩ຊに対する⨾的なこだわりもᇉ㛫見られるのである。 
なお、このようにᅵ地との関係、⤒῭性、そして⨾的な
根ᣐが㏙࡭られるのに対して、ࢿルデ࢕ン࢞ーが♧၀した、
円でᅖい㎸ࡴことによってジードルンクという共同体の
୰ᚰ点を形成しようとするព㆑は、ᑡなくともリッターの
ㄝ明には⾲れない。 
ジードルンク・ルントリンクを形成する 24 の住棟は以
下のᵓ成である。 
一␒内側の円環（以ᚋ、「内円」）は、もっとも標高の高
い位置にあり、4 階建ての 4 つの住棟からᵓ成される（図
9）。その外側の 2 つの円環を形成するのが 3 階建ての住棟
⩌である。真ࢇ୰の 2 ␒目の円環（以ᚋ、「୰円」）（図 10）
が 12 棟の住棟、もっとも外側の円環（以ᚋ、「外円」）（図
11）が 8 棟の住棟からᵓ成されている。外側の円環のす側
に༡໭にᘏびるように配置された棟は、ᖿ線道路からルン
トリンクに入るときの入ཱྀを形成する部分であり、そこが
2 階建てとなっている。この 1 階部分にはᗑ⯒が収容され
た（図 12）。 
各住棟の外観は⿦㣭をᢚえた㏆代建築の㐀形である。そ
れをリッターは、「住棟の外観は内部のᵓ成に対応してい
る。外ቨは᏶全に内部から、居住の用㏵をもとにⓎᒎして
おり、簡素で、༶物的で、明ᛌである 34)」と㏙࡭ている。
ファサードは幾何学的なヴォリュームでᵓ成され、ቨ面は
化⢝ሬりで௙上ࡆられている 35)。そこに変化をつけるのが
❆や階段室、バルコニーの配置であり、それらは内部の㛫
図 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ྲྀりを⾲す点で、ᶵ ⬟を直ᡖ的に⾲現するデࢨインなので
ある。 
ルントリンクの住棟がそれࡲでのライプツ࢕ヒにおけ
る一⯡的な住棟デࢨインと␗なる点は、ఏ⤫的な勾配屋根
ではなく陸屋根を採用している点である。陸屋根の採用に
ついては、ᕷ㆟会でᢈ判もあったとされるが、建設費がẚ
㍑的Ᏻいという⤒῭性が一つのỴめ手となって、陸屋根に
Ỵࡲったという 36)。なお、一␒内側の 4 階建ての住棟には
屋上階が設けられ、一部が屋上テラスとなっていた（図 13）。
陸屋根をᑟ入し、屋上テラスを設ける点も、1920 年代のジ
ードルンクの一つの⌮᝿的なጼを㏣ồしたものであった。 
一方で、住棟のᵓ㐀はᙜ時一⯡的なᵓ法であった煉瓦の
組✚㐀を主体としていた。本⠇で参照しているリッターに
よる❹工記事にはᵓ㐀に関するゝཬは࡯とࢇどないが、
1929 年 6 月から 8 月に作成されたライプツ࢕ヒᕷ史料館
所蔵のジードルンク・ルントリンクの௙様に関するㄝ明ᩥ
᭩には、「ቨ体は煉瓦によるものとし、㝸ቨは部分的にプ
ࣞファブ式プࣞート（Plattenbauweise）で建設される」と᭩
かれている 37)。部分的にコンクリートが฼用されたྍ⬟性
もあるが、主要ᵓ㐀は煉瓦✚ࡳであった。ࡲた、ኳ஭の大
部分は木製梁でᵓ成されていた。 
設ഛでは、ᙜึはジードルンク全体にᬮᡣを౪⤥する୰
ኸᬮᡣ方式が᳨ウされたが、費用㈇ᢸの面から断ᛕされ、
各住戸にストーブ式のᬮᡣが設けられた。ࡲた最ึは共同
Ὑ℆棟を建設するண定であったが、こࡕらも実現せず、各
戸にὙ℆と஝⇱のためのス࣌ースを設けたとリッターは
記す 38)。台所には▼Ⅳと࢞スをే用するコンロがഛえられ
た 39)。 
住棟㛫は道路もしくはⰪ生の✵地となっている。✵地に
は、Ὑ℆物ᖸしሙが道路から見えない位置に配置され、Ꮚ
౪の遊びሙと大人用のベンチが」ᩘ用ពされていた。୰ኸ
の円形ᗈሙには、୰ᚰにᏊ౪のỈ遊び用のụが設けられ、
࿘ᅖに᳜物が᳜えられるなど、住人の共用✵㛫が計画され
ていた。 
なお、このジードルンクは「ニーベルンࢤン・ジードル
ンク」と࿧ばれることもある。ジードルンク内のᗈሙや通
りが、ドイツのニーベルンࢤンఏㄝとの関連で名௜けられ
ているためである。円環状のᵓ㐀とライプツ࢕ヒ生ࡲれの
19 ୡ⣖の作᭤家リヒャルト・ヴァーグࢼーのᴦ๻「ニーベ
ルンࢤンのᣦ㍯」が⤖びつけられたのかもしれない。୰ኸ
のᗈሙはジークフリートᗈሙ、円環を東すに㈏く道路はジ
ークフリート通り、༡໭の道路はジークフリートのጔの名、
クリームヒルト通りである。そして外円と୰円の 2 つの円
環の㛫を一࿘する環状道路はニーベルンࢤンリンクと名
௜けられた。住棟の形は㣭りのない༶物的な㏆代建築の㐀
形だが、このような名⛠によってṔ史とのつながりを連᝿
させる。スラブẸ᪘の㞟落ルントリンクとの関係もྵめて、
Ṕ史やᅵ╔性と㏆代性が同居する点が⯆࿡῝い。 
 
㸲㸬ルントリンクにおける住戸平面の⪃ᐹ 
㸲Ѹ㸯㸬ࣜࢵࢱ࣮࡟ࡼࡿఫᡞᖹ㠃ࡢㄝ᫂ 
リッターのㄝ明をもとにジードルンク・ルントリンクに
おける住戸平面の計画を㏙࡭ていく。 
記事によれば、ルントリンクには⣙ 600 戸 40)の住戸が収
容される。それらはさࡲࡊࡲな家᪘ᵓ成に対応できるᗋ面
✚の␗なる住戸の組ࡳ合わせとなっていた。ල体的な内ヂ
は以下のとおりである。 
・ᗋ面✚ 45〜50 ㎡の最小住居㹙2 部屋と台所௜き居㛫
（Wohnküche）㹛：72 戸 
・ᗋ面✚ 54〜75 ㎡の୰規模住居㹙3 部屋と台所㹛：454 戸 
・ᗋ面✚ 54〜75 ㎡の୰規模住居㹙4 部屋と台所㹛：59 戸 
・ᗋ面✚ 78〜80 ㎡のከᏊ家庭用住居㹙5 部屋と台所㹛：24
戸 
一つの住宅地に␗なる規模の住戸をΰ在させることは、
この時ᮇのジードルンクの計画でしばしば行われていた
ものであり、さ࡯どめずらしくない 41)。住棟と住戸平面と
の関係で㔜要なのは次のㄝ明である。 
「円形の全体配置にもかかわらず、す࡭ての住棟はその位
置と方位に対応した平面をᣢࡕ、す࡭ての部屋はそれࡒれ
別ࠎの用㏵をもっている。໭向きの部屋はできる限り㑊け
られた。それが↓⌮なሙ合はぶのᐷ室を໭向きに置くが、
༡側の部屋と᥋⥆させた。その௚はᐷ室はできるだけ東に、
居㛫は༡かすに向けている。台所はたいてい居㛫の㞄に配
置され、୧者はド࢔か引き㐪い❆を௓して⤖ばれる。す࡭
ての住居はᗯ下、ᾎ室、౽所、㣗物㈓蔵室もしくはᲴ、バ
ルコニーをもつ。42)」 
方位との関係をもとに、ㅖ室の配置のᣦ㔪を定めた上で、
円ᘼ形の住棟に対応する形で」ᩘの（ᗋ面✚の␗なる）住
戸平面をᥦ᱌したというのである。 
リッターはそのようにしてᑟき出された住戸平面のከ
様性を♧すように、同じ❹工記事の୰で 4 つの平面図をᥖ
㍕している（図 14）。௚の㞧ㄅ記事 43)でも同じ 4 ᯛの図面
がᥖ㍕されており、先行◊✲で⤂௓されるのもこの୰に限
られていることから、リッターがⓎ⾲したのはこの 4 ᯛの
図面に限定されると⪃えられる。これらはいずれも階段室
をᣳࢇで୪ࡪ 2 住戸を⾲現している。4 ᯛの内 3 ᯛの図面
図  ᒇୖࢸࣛࢫࢆࡶࡘෆ෇ࡢఫᲷ㸦1R㸧 
㸦 ᖺ  ᭶᧜ᙳ㸧 
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は、階段室をᣳࡴᕥྑの住戸の平面が㍈対象となっており、
ᕥྑが同一の㛫ྲྀりと見なせるが、図 14 ྑ上の平面図の
ࡳ、階段室のᕥྑで␗なる住戸平面が配置されている。そ
のため、この 4 ᯛには計 5 ✀㢮の住戸平面タイプが⾲現さ
れていることがわかる。 
ᕥྑの住戸平面タイプが␗なる図 14 ྑ上の平面図が例
♧されているのには⌮⏤がある。階段室をᣳࡴこの 2 住戸
の内、ྑ側はከᏊ家庭用住戸であり、リッターはከくのᏊ
౪が一つの階段室に㞟୰しないように、ᩒえてከᏊ家庭用
住戸と୰規模住戸が階段室を共᭷する組ࡳ合わせにした
とㄝ明している 44)。௚にも図 14 ᕥ上は最小規模の住戸で
あり、✵㛫を⠇⣙するために居㛫にニッチ状の小さな台所
（Kochnische）が௜ᒓする㛫ྲྀりを例♧している。つࡲり
ここで例♧されたものは、計画された住戸平面の୰でも特
ᚩ的な平面型を♧すものと⪃えられる。 
リッターはㄝ明の୰で次のようにも㏙࡭ている。 
「このライプツ࢕ヒのジードルンクの住居の୰では、円の
形状はࡲったく、もしくは࡯ࢇのわずかな⛬ᗘでしか現れ
ない。ಶࠎの住棟の計画は、すでにᙉㄪしたように、部屋
がす࡭てのሙ所において方位と対応するように配置され
る࡭く、非常に入ᛕかつヲ⣽になされた。にもかかわらず
ルントリンクの実現に㝿して、同時ᮇライプツ࢕ヒで実現
した平行配置の住棟とẚ㍑して、ᅔ㞴が生じたりከくの費
用がかかることはなかった。45)」 
このように⮬ಙをもってㄒられた住戸の計画の実ែは
どのようなものであったか。⥆いてリッターがジードルン
ク・ルントリンクで計画したከ様な住戸平面の実ែを⪃ᐹ
する。 
 
㸲Ѹ㸰㸬ࣝࣥࢺࣜࣥࢡࡢఫᡞᖹ㠃ࡢᐇែ 
ここでジードルンク・ルントリンクの୕㔜の円環をᵓ成
する 24 の住棟に図 15 のように␒ྕを୚える。最も外側
（外円）の 8 棟は、No.3〜10、୰㛫（୰円）の 12 棟は No.11
〜22、内側（内円）の 4 棟は、No.23〜26 である。この␒
ྕは、ライプツ࢕ヒᕷ史料館所蔵図面に記されたそれࡒれ
の住棟␒ྕ（Gruppe III〜;;VI）と対応している。No.1 と
2 がᢤけているのは、史料館の図面では、外円のす側にあ
る༡໭に伸びるᗑ⯒௜住棟（図 12）に Gruppe I, II が๭り
ᙜてられているためである。本✏の主║は、円環状の住棟
と住戸平面との関係を⪃えることにあるため、ここでは
Gruppe I, II は⪃ᐹの対象外とする。 
No.3 から No.26 の住棟はす࡭て、階段室をはさࢇで 2 住
戸がᕥྑに୪ࡪ、いわࡺる階段室型の㞟合住宅の形式をと
っており、各住棟には 2〜8 つの階段室が設けられている。
図  ࣜࢵࢱ࣮ࡀබ⾲ࡋࡓ ࡘࡢఫᡞᖹ㠃図 
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各住戸は基本的に居㛫、ぶ（ᐷ）室、Ꮚ౪（ᐷ）室、台所、
ᾎ室・౽所、ᗯ下、バルコニーからᵓ成されている。 
ルントリンクの設計図面には、「T\p 367」のような住戸
タイプを♧す記ྕがしばしば記されている。例えば、図 14
ᕥ上の住戸平面であれば「T\p 349」、図 14 ᕥ下は「T\p476」
と図面下の࢟ャプシࣙンに記されている。この 3 ᱆のᩘᏐ
は、ᕥが部屋ᩘ（居㛫とᐷ室の⥲ᩘ）を、⥆く 2 つのᩘᏐ
がᗋ面✚を⾲している。ࡺえに、T\p 476 は、台所以外に
4 室をもつ 76 ㎡の住戸平面を♧している。このタイプ名
⛠は基本的に住戸の規模を⾲すものであり、住戸内の㛫ྲྀ
り（ㅖ室の配置）ࡲでは明らかにしない。実㝿、ルントリ
ンクでは同じタイプ名⛠が記されていても、部屋の配置が
大きく␗なるものがある。本᮶、住戸平面の特ᚩを♧すた
めには、部屋ᩘとᗋ面✚だけではなく、ㅖ室の配置（部屋
┦஫の関係性）もྵめてㄝ明す࡭きだが、この点について
は、リッターは❹工ᚋの㞧ㄅ記事において先㏙した 4 つの
代⾲的な平面を例♧するにとどめ、す࡭ての平面のヴァリ
エーシࣙンに関するㄝ明は行っていない。 
実㝿、ルントリンクのような円ᘼ状の住棟を、居住環境
を損なうことなく成り❧たせるためには、リッター⮬㌟が
㏙࡭ているように、方位との関係を㏲一⪃慮して、住戸平
面を位置に応じて⣽かく変えていくことがᚲ要となる。し
かし、その⤖果として生ࡲれるከ様な平面型を明ᛌにㄝ明
することは㞴しく、リッターは住戸平面計画の全容につい
てのල体的なㄝ明を㑊けたように思われる。 
筆者がライプツ࢕ヒᕷ史料館所蔵の設計図面 46)をもと
に、ㅖ室の配置、バルコニー、階段室の位置関係（それら
が円ᘼの内側にあるか外側にあるかもྵめて）から住戸平
面を分㢮したところ、16 の平面の型があることがわかっ
た。それらに౽ᐅ的に(1)〜(16)の␒ྕを௜し、それࡒれの
住戸平面の特ᚩを⾲ 1 にࡲとめた。ࡲた、ライプツ࢕ヒᕷ
史料館所蔵図面をもとに筆者が作成した(1)〜(16)の平面
図を図 16 にࡲとめて♧した 47)。 
⾲ 1 に♧したように、外円に 4 タイプ、୰円に 8 タイ
プ、内円に 4 タイプの住戸平面タイプが計画されていたこ
とがわかった。 
す࡭ての住戸平面の基本的な特ᚩは、階段室から⋞関に
入ると、⋞関ホールをවࡡたᖜᗈの୰ᗯ下があり（୰ᗯ下
ではなく、▴形のホールとなる住戸平面もある）、それが
居㛫に通じている。୰ᗯ下（もしくはホール）の୧側には 
⾲  ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣝࣥࢺࣜࣥࢡ࡟ィ⏬ࡉࢀࡓఫᡞᖹ㠃ࢱ࢖ࣉ 
 
⾲  ࡟㛵ࡍࡿὀ㸸 
・「住棟 No.」はそれࡒれの住戸平面タイプがどの住棟に計画されたかを⾲している。例えば「23 ༡」は 23 ␒住棟の༡側半分をព࿡する。 
・ᗋ面✚については、図面上の記㍕方法がさࡲࡊࡲであり、住戸によってᕪがあるため、目Ᏻのᩘ್を記入した。面✚はバルコニーもྵࡴ。 
・「外側」「内側」のḍに記㍕された記ྕは、WZ=居㛫(Wohnzimmer), EZ=ぶ(ᐷ)室(Eltern(schlaf)zimmer), KZ=Ꮚ౪(ᐷ)室(Kinder(schlaf)zimmer), K=台所(Küche),  
WK=台所௜居㛫(Wohnküche, No.(5)のࡳ), B=ᾎ室・౽所(Bad)を⾲す。それࡒれの部屋が円ᘼの外側・内側のどࡕらに配置されているかを♧している。 
記ྕの㡰␒は、階段室から㞳れた側からの部屋の୪び㡰を⾲す。同様に「バルコニー」「階段室」が円ᘼの「外側」か「内側」かも♧した。 
図  ࣝࣥࢺࣜࣥࢡࡢ㓄⨨図㸦໭ࡀୖ㸧࡜ఫᲷ 1R 
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ぶ・Ꮚの部屋（ᐷ室）や台所、ᾎ室が、その住戸が置かれ
る位置と方位との関係でそれࡒれ配置されている。す࡭て
の住戸平面において、ᐷ室の内のᑡなくとも一室は居㛫か
ら入るᵓ成になっているが、居㛫のさらにዟにᐷ室を設け
て、居㛫から 2 つのᐷ室に࢔クセスするሙ合もある。ぶᐷ
室が居㛫から入る例がከく、プライバシーの点ではやや不
౽さもឤじられるが、リッターがゝうように日照に対して
居㛫とᏊ౪室を優先した⤖果と⪃えられる。いずれにして
も、住戸の規模と、住戸が置かれる向きに応じて変化のあ
る 16 ✀㢮の㛫ྲྀりが作り出されている。 
階段室は、外円では円の内側、୰円では円の外側に設置
されている。これは外円と୰円の㛫に道路（ニーベルンࢤ
ンリンク）があり、道路側に住棟への入ཱྀを設けた⤖果で
ある（図 11）。௚方、内円は円の内側、すなわࡕ୰ኸの円
形ᗈሙであるジークフリートᗈሙに面する側にす࡭ての
住棟の階段室と⋞関が設けられている（図 9）。 
一方でバルコニーの配置は」㞧である。外円と୰円では、
バルコニーを円ᘼの外側に配置する住棟と、円ᘼの内側に
配置する住棟がΰ在している。外円（住棟 No.3〜10）では
バルコニーが༡面するように、基本的にその໭半分の住棟
では円の内側に、༡半分の住棟では円の外側にバルコニー
を設置しているが、す໭すにある No.3 の住棟のࡳ例外的
にバルコニーがす（す໭）向きとなる。୰円（住棟 No.11
〜22）も同様に、基本は༡向きにバルコニーを配置するが、
༡໭方向に伸びる No.11、16、17、22 の 4 棟はバルコニー
がす側を向く計画となっている。ヴァイ࣐ール時代にᩘከ
く建設された平行配置型の住棟では一⯡に住棟を༡໭に
伸ばし、す側に居㛫とバルコニーを置く計画となることか
ら、それと同様の方法にᚑったのだろう。なお、୰円の༡
に位置する No.19、20 の住棟のࡳ、バルコニーは᏶全に໭
側に配置されている点が上記から見て␗㉁である。 
ただ、バルコニーが༡やすに向けられたとしても、ᚲず
しもす࡭ての住戸でバルコニーが居㛫やᐷ室という主要
な室と᥋⥆しているわけではない。居㛫からバルコニーに
࢔クセスできる住戸は、外円と୰円ではタイプ(2)、(4)、(5)、
(8)、(9)の 5 つの住戸平面のࡳであった。住戸ᩘから見る
と、外円と୰円に収容されている 450 戸の内の 258 戸であ
り、6 ๭ᙅに㐣ࡂない。その௚はバルコニーが台所と᥋⥆
しており、バルコニーの大部分がᾎ室に面しているものも
ある。この点はライプツ࢕ヒᕷの住宅のṔ史と関係があっ
た。ライプツ࢕ヒの住宅史をㄽじた先行◊✲によれば、ラ
イプツ࢕ヒの㞟合住宅では、バルコニーを台所と᥋⥆させ
るのが一⯡的であったという 48)。ルントリンクにおいて、
16 の住戸平面タイプの内、9 タイプ（(1), (3), (6), (7), (10)
〜(14)）で台所からバルコニーに出る住戸平面がᥦ᱌され
ているのも、おそらくライプツ࢕ヒの័⩦的な住戸平面か
らの影㡪が⪃えられる。ただ一方で居住環境を㔜どしたヴ
ァイ࣐ールᮇのジードルンクにおいて、居住者が外Ẽと᥋
するバルコニーの設置はᚲ㡲㡯目の一つであり、たとえば
࢔ࣞクサンダー・クラインのように、主要な居室である居
㛫・㣗事室に住居のᘏ㛗としてのバルコニーを設けること
を㔜どしていた建築家もいる 49)。このような同時代の⪃え
方もあり、リッターは⣙半ᩘの住戸平面タイプでは、居㛫
やᐷ室とバルコニーを᥋⥆させたと⪃えられる。しかしこ
の点については、方㔪がᚭᗏされておらず、ᙼが円環状住
棟とのවࡡ合いで住戸内のバルコニーの位置にⱞᚰした
様Ꮚがうかがえる。 
バルコニーとの関係で⯆࿡῝いのは内円（住棟 No.23〜
26）である。ここでは全住戸で円の外側にバルコニーが設
けられている。୰ኸの円形ᗈሙ側にはバルコニーを㟢出さ
せず、ᗈሙ側に⤫一ឤのある❧面を作り出そうとした⤖果
であろう。ハンブルクのࣖࣞシュタットやベルリンのジー
ドルンク・ブリッツでは、ᅖい㎸ࡲれたᗈሙ側にバルコニ
ーを配置するのが特ᚩであり、ᗎ❶で㏙࡭たようにࢿルデ
࢕ン࢞ーはそれをᣦして、共同体の一体ឤを⾲現するもの
とᣦ᦬した。ジードルンク・ルントリンクではそれと཯対
の計画が行われている点が⯆࿡῝い。同一の簡素な❧面༢
位が⧞り㏉される点では、ルントリンクの୰ኸᗈሙ側の❧
面は、共同体のሙというよりはどこか༏名的で㒔ᕷ的な建
築に㏆い༳象を୚える（図 17）。バルコニーを円の外側に
設けた⤖果、内円ではバルコニーが໭に面する住戸がᚲ↛
的に生じている。例えば、(14)の住戸平面では、バルコニ
ーが໭に置かれるため、居㛫とバルコニーはもっとも㞳れ
た位置関係になっている。 
バルコニーは外面に現れるわかりやすい要素だが、それ
にもቑして㔜要なのは住戸内の㛫ྲྀりである。そこでは、
リッターによる๓㏙の「位置と方位」を⪃慮したᣦ㔪にᚑ
って、居㛫、ぶ（ᐷ）室、Ꮚ౪（ᐷ）室、台所、ᾎ室があ
たかもࣃࢬルのように様ࠎな形で組ࡳ合わせられ、配置さ
れている。リッターがもっともⱞປした点だろう。ただし、
方角に応じて住戸平面を౑い分けたとしても、住棟はᑡし
ずつカーブしていくので、同じ㛫ྲྀりでも円ᘼ内の位置に
よって、住戸の面する方角は変わり、㝧ᙜたり等の᮲௳は
変わってきてしࡲう。௬に方位との関係で⌮᝿的な㛫ྲྀり
が作り出せたとしても、円形の住棟を作ろうとする限り、
ሙ所による、日照をはじめとした居住環境の優ຎは生じて
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しࡲうのである。それはリッターがいかにⱞᚰしてもゎᾘ
できない問題だったといえる。 
住戸の規模に関しては、外円と内円は 63〜73 ㎡のẚ㍑
的規模の等しい住戸が収容されている。一方で୰円は、46
㎡の最小規模で 2 室のタイプ（5）から、83 ㎡のከᏊ家庭
用、5 室のタイプ（6）ࡲでᖜᗈい住戸タイプが入っている。
୰円は㛗さが▷い 12 住棟からᵓ成されており、住棟ࡈと
に性格を変えて、ከ様な住戸を収容するሙ所として位置づ
けられたと⪃えられる。 
なお、筆者が分㢮した 16 の住戸平面の୰には、(1)と(13)、
(13)と(16)、(14)と(15)のように㏆い平面形をもつものもあ
る。その点で、分㢮の基準によっては、よりᑡない平面ᩘ
に分けることもྍ⬟である。だが一方でこの 16 の平面分
㢮ではᗋ面✚の㐪いは⪃慮していない。実㝿、(1)〜(16)の
࡯ࡰす࡭ての平面タイプがᗋ面✚のわずかに␗なるヴァ
リエーシࣙンをもっており、さらに角部屋かྰかで㛤ཱྀ部
の位置や部屋の大きさが変わる例もある。それらの点も⪃
慮すれば、このジードルンク全体で計画された住戸平面の
ᩘは 30 以上に上ると⪃えられる。それは効⋡性を㔜どし
たヴァイ࣐ールᮇドイツのジードルンク計画の୰では㝿
❧ってከい住戸平面ᩘといえるだろう。このような住戸平
面のከ様さの半面、ジードルンク全体は୕㔜円という⤫一
的な形ែを♧している。ルントリンクにおける住戸平面タ
イプのከ様さは、円形という幾何学的で象ᚩ的な住棟配置
を実現するためのከ大なດຊの⤖果だったのである。 
 
㸲Ѹ㸱㸬ྠ ᫬௦ࡢࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡィ⏬ࡢ୰࡛ࡢࣝࣥࢺࣜ
ࣥࢡࡢ≉ᚩ 
ここࡲでㄽじてきたジードルンク・ルントリンクの住棟
と住戸平面の特ᚩを、同時代の௚のジードルンクとẚ㍑し
つつ、⪃えてࡳたい。 
3-3 ⠇で㏙࡭たように、リッターはᙜ時一⯡に建設され
ていた平行配置型住棟（ツァイࣞンバウ）の対᱌として、
敷地形状を生かした୕㔜の円環の住棟をᥦ᱌した。平行配
置型住棟は、筆者が」ᩘのㄽ⪃でㄽじたように 50)、1920 年
代ᚋ半のドイツのジードルンクの建設でᗈくᬑཬした住
棟配置形式であった。代⾲的な実㊶者としては、ツェࣞを
୰ᚰにάືしたオットー・ヘスラーがいる。ヘスラーとグ
ロࣆウスが全体計画を作成したカールスルーエのジード
ルンク・ダ࣐ーシュトック（1928-30）はこの時代の平行配
置型住棟の代⾲例としてὀ目を㞟めた。 
平行配置型住棟がこの時代にᬑཬした⫼ᬒには、その合
⌮的な性格があると⪃えられる。༡໭に伸びる住棟を༑分
な住棟㛫㝸をとって平行に୪࡭ることで、す࡭ての住戸に
通㢼・採ග面で良ዲな居住環境が効⋡よくᥦ౪される。す
࡭ての住戸の向きが同一であるため住戸平面は標準化で
き、住棟の形がシンプルなため᪋工も効⋡的である。ࡲた、
ᅵ地の↓㥏もᑡない。これらの点から⤒῭的にも優れた住
棟配置形式だったことは␲いない。 
このような฼点は、特に 1920 年代ᮎ以㝆の⤒῭状ἣの
ᝏ化にకい、より㔜どされるようになる。例えばフランク
フルトでᙜึ、ジードルンク・ࣞー࣐ーシュタット（1927-
28）のようにᅵ地の形状を生かした変化のある住棟配置を
ヨࡳていたエルンスト・࣐イは、1929-31 年のジードルン
ク・ヴェストハウࢮンでは平行配置型に特化した計画を実
現させている。ࡲた、街༊をᅖう住棟形式が主ὶだったハ
ンブルクにおいても、1920 年代ᮎには平行配置型がዲࡲ
れるようになっていくことは、筆者が別✏でㄽじたとおり
である 51)。 
このように平行配置型住棟には฼点がከいが、Ḟ点もあ
る。それはリッターもᣦ᦬したように住棟配置の༢ㄪさで
あろう。同一の住棟が཯᚟する様Ꮚは、上✵から═めれば
ᶵᲔをイ࣓ージさせるようなある✀の㏆代的な⨾学がឤ
じられるかもしれないが、地上に❧つ人㛫のど点からは変
化のஈしい༢ㄪな環境にᫎる。「それࡒれの円環住棟や住
居からの═めは変化にᐩࡴものとなっている」と主ᙇする
リッターは、ᚑ᮶の平行配置型がもつジードルンク内のᬒ
観の༢ㄪさをඞ᭹したいと⪃えていたと思われる。 
その一方で、リ࢔ࢿ・シャーフはジードルンク・ルント
リンクの住棟に対して、「カーブしたツァイࣞンバウ（平
行配置型住棟）52)」という⾲現も౑っている。୕㔜の同ᚰ
円の形で住棟が一定の㛫㝸をྲྀって୪ࡪルントリンクは、
平行配置型住棟の対᱌というよりも、変形と見なせるとい
うᣦ᦬である。☜かにルントリンクをṌくと、ሙ所によっ
ては傾斜地に建ࡕ୪ࡪ平行配置型の住棟のように見える
ことがある（図 18）。一つの円環ではなく、円を㔜ࡡてい
るところがルントリンクの特ᚩである。これはᅵ地をでき
るだけ効⋡よく౑うための工ኵであり、その点では平行配
置型と同じ目的をもっていたといえる。ただ、それを実現
するためにᑡなくとも 16 の住戸平面タイプがᚲ要となっ
たのは๓⠇で見たとおりである。この点でルントリンクの
計画には、合⌮性と、どこか非合⌮的ともいえるດຊのせ
めࡂ合いが見られるように思われる。実㝿、❹工ᚋにジー
ドルンク・ルントリンクをᣦして、「幾何学的な遊び」と断
じたᢈ評家もいたという 53)。 
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一方で、そのようなከ大なດຊをもとに成❧したルント
リンクの住棟と住戸平面の関係は、ࢿルデ࢕ン࢞ーもᣦ᦬
するように、ヴァイ࣐ールᮇドイツの୰でᕼ᭷なものであ
るのは☜かである。ヴァイ࣐ールᮇにはルントリンクのよ
うに᭤面をᥥく住棟が௚にもᏑ在する。すでに㏙࡭たよう
にタウトのジードルンク・ブリッツの馬蹄形住棟（図 3）
はその代⾲例である。 
タウトは、敷地に古くからṧるụをྲྀりᅖࡴように、東
側が㛤ᨺされた馬蹄形の住棟を計画した。各住戸の⋞関と
階段室は、道路がある馬蹄形の外࿘に配置され（図 19）、
馬蹄形の内側には、各住戸の居㛫とバルコニーが面するᵓ
成となっている（図 20）。この馬蹄形住棟は、全㛗⣙ 350m
と大規模なものだが、ụをᅖうようにᘼをᥥく部分は基本
的にᗋ面✚ 65 ㎡の図 21 の住戸でᵓ成されており、住戸平
面の標準化が行われている。例外として໭・す・༡の 3 ⟠
所にある、馬蹄形の外側から୰庭側へと通りᢤける通路の
上の住戸のࡳ、95 ㎡のᣑᙇした住戸平面となっている 54)。
いずれにしても、す࡭ての住戸は、馬蹄形の୰ᚰにṇ面を
向けるように、居㛫とバルコニーを馬蹄形の内側に向けて
いる。⤖果として、各住戸のバルコニーは、住棟内の位置
に応じて、༡、す、໭の␗なった方角を向くことになる。
タウトのブリッツでは、リッターがルントリンクで行った、
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住棟内の位置に応じて㛫ྲྀりを変える⦓ᐦな計画を断ᛕ
して、建設における効⋡化が優先されたのである。 
もう一つの例として、ドイツ୰部テューリンࢤンᕞの㒔
ᕷࢦータに建設された⏣ᅬ㒔ᕷジードルンク「࢔ム・シュ
࣐ーࣞン・ライン」（1927-28）を⤂௓したい 55)。このジー
ドルンクは、ࢦータ鉄道職員බ┈住宅建設協同組合の౫㢗
をཷけて、ࢦータ在住の建築家ブルーノ・タ࣓、リヒャル
ト・ノイラント、ベルリンのᨻᗓ建築家プフ࢕ッツ࣐ンの
分ᢸで設計された。化⢝ሬりされた色とりどりの住棟が୪
ࡪᬒ観に特ᚩがある（図 22）。勾配屋根や㙚戸のついた❆
は㒓ᅵ㢼のಖᏲ的なデࢨインだが、全⯡に⿦㣭はᑡなく、
簡素で❧体幾何学的なヴォリュームで住棟がᵓ成されて
いる点は㏆代的である。ࡲた、大きなᑤ㢌࢔ーチのࢤート
や住棟の破㢼のデࢨインは⾲現主⩏も連᝿させる。このジ
ードルンクの最ዟに半円形にᗈሙをᅖࡴ住棟がある（図
23）。この住棟はテラスハウス式になっており、円ᘼの内
側に⋞関が置かれ、外࿘側にそれࡒれの住戸のᑓ用庭（図
24）が伸びている。筆者はその୰の一戸を見学するᶵ会を
ᚓた。この住棟を見学して⯆࿡῝かったのは、住戸と庭と
の関係である。半円形の住棟であるため、住棟内の住戸の
位置によって、庭に日がᑕす時㛫ᖏが変わってくる。筆者
を᱌内してくれた住人は、筆者に対して、⮬分の家は日ᕪ
しのᙉい᫨㛫に庭が日影になるので㒔合がよいと話した。
ኤ方にす日をᾎびながら庭で࣡インを㣧ࡴのがᖾせなの
だともㄒった 56)。つࡲり、住棟内の住戸の位置によって、
庭の用い方も変わってくるのである。この例やタウトの馬
蹄形ジードルンクで見られる、ሙ所による居住環境の㐪い
は、‴᭤した住棟でしばしば見られる特ᚩだろう。それに
対してリッターのジードルンク・ルントリンクは、円環状
という特Ṧな住棟配置を採用しながら、住戸平面計画を㥑
౑してす࡭ての住戸に日照面でできる限りᕪのない居住
環境を୚えようとしている。それは☜かに一つの㐍Ṍを♧
す成果ではあるが、同時に計画のຊで住ࡲいをコントロー
ルしようとしたこの時代の一つの傾向を♧すもののよう
にも思われるのである。 
ジードルンク・ルントリンクの住棟計画の特ᚩとして、
もう一点ᣦ᦬したいのが、敷地形状との関係である。ルン
トリンクのように住棟計画を工ኵして、傾斜のある敷地を
✚ᴟ的に生かそうとした大規模ジードルンクの例は、ヴァ
イ࣐ールᮇでは௚にはあࡲり見られない。筆者が訪れた୰
では、カッセルのジードルンク・ローテンブルク（オット
ー・ヘスラー設計、1929-31 年）（図 25）やシュトࢗット࢞
ルトのヴァル࣐ー・ジードルンク（リヒャルト・デッカー
設計、1929-30 年）、ライプツ࢕ヒ㏆㑹の大ジードルンク・
バート・デュࣞンベルク（࢔ࣞクサンダ ・ークライン設計、
1928-30 年）など、傾斜のあるᅵ地にジードルンクを建設
する例はいくつか見られたが、いずれも平行配置型のシン
プルな住棟計画であった。ࡲた、戸建てを୰ᚰとした住宅
地であれば、1927 年にドイツ工作連盟がシュトࢗット࢞
ルトに住居ᒎとして計画したヴァイセンホーフ・ジードル
ンク（図 26）のように斜面地に変化のある配置計画をヨࡳ
た᭷名な例もある 57)。対してルントリンクは、ከᒙの㞟合
住宅からなるジードルンクでありながら、傾斜地の特ᚩを
生かしつつ平行配置型ではない新たな住棟配置をᥦ᱌し
ている。その点でルントリンクの計画は、ヴァイ࣐ールᮇ
ドイツの୰では先㥑的なヨࡳの一つだったと⪃えられる。 
 
㸳㸬おわりに 
ジードルンク・ルントリンクは、1929-30 年にフーベル
ト・リッターの設計でライプツ࢕ヒに建設されたジードル
ンクであった。傾斜のある敷地形状を生かすために、標高
の高い地点を୰ᚰとして、24 棟の住棟が୕㔜の円を形成
する住棟配置に特ᚩがあった。住棟は⿦㣭をᢚえた㏆代建
築のデࢨインで、陸屋根を採用した点もライプツ࢕ヒでは
新しかった。 
このジードルンク内の住戸の計画に㝿してリッターは、
様ࠎな家᪘ᵓ成に対応する規模の␗なる住戸を計画する
と同時に、円環状の住棟において方位との関係を⪃慮した
住戸平面を計画したと㏙࡭ている。しかしその住戸平面計
画のල体的内容について、ᙼはヲ⣽にはㄝ明しておらず、
先行◊✲でもヲしくㄒられることはなかった。本◊✲では
ライプツ࢕ヒᕷ史料館所蔵図面を用いて、24 棟の住棟で
計画された住戸の平面を住戸内ㅖ室、バルコニー、階段室
の配置にὀ目して分㢮した。その⤖果、16 の住戸平面タイ
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プが計画されていたことを明らかにした。それࡒれの住戸
平面にはさらに規模の␗なるヴァリエーシࣙンがあるこ
とを⪃慮すれば、計画された住戸平面のᩘはさらにከいこ
とがᣦ᦬できる。ジードルンク・ルントリンクは、全体が
円環という⤫一ឤのある形状を♧す半面、その୰の住戸平
面の計画はᴟめてከ様であることがわかった。 
このように一つのジードルンクの୰でᩘከくの住戸平
面を計画することは、効⋡性を㔜どしたヴァイ࣐ール時代
においては、㢮例のあࡲりないことであったと⪃えられる。
‴᭤する住棟⮬体は同時代のジードルンクでも見られる
が、例えばブルーノ・タウトによるジードルンク・ブリッ
ツの馬蹄形住棟では、標準化された住戸平面を採用し、住
棟建設の効⋡性を優先している。そのような例とẚ࡭てࡳ
たとき、住棟と住戸平面の関係性に見られるルントリンク
の入ᛕな計画は、ヴァイ࣐ールᮇドイツのジードルンクの
୰では特筆す࡭きヨࡳだったといえる。 
1929 年 1 月のライプツ࢕ヒᕷ㆟会において、リッター
はジードルンク・ルントリンクの計画について次のような
思いを㏙࡭たとされる。 
「ライプツ࢕ヒでは௚の㒔ᕷと␗なり、規模の大きいࡲと
ࡲったジードルンクはこれࡲで建てられなかった。しかし
われわれは、㏆代的なジードルンク建築のあらࡺる観点が
㐺用されるような、大きく模⠊的なジードルンクがライプ
ツ࢕ヒに作られることを望ࢇでいる。それがࣞスニヒで㉳
こりうると⪃えている。58)」 
これがリッターのഇらࡊるẼᣢࡕだろう。ただし、その
成果はとてもಶ性的であったがࡺえに、模⠊として㏣㝶例
を生ࡴことはなかったと思われる。明らかにゝえること
は、ジードルンク・ルントリンクの୕㔜の円のᵓ成は、ヴ
ァイ࣐ールᮇドイツにおけるもっとも特ᚩ的な住棟配置
の一つであり、それはᑡなくとも 16 の住戸平面のᥦ᱌と
いうከ大なດຊによって成し㐙ࡆられたということであ
る。 
最ᚋにこのジードルンクの建設ᚋの変㑄について⿵㊊
しておきたい。 
1930 年 5 月 22 日、ライプツ࢕ヒの」ᩘの地ඖ⣬でルン
トリンクの❹工がሗじられている。「ライプツ࢕ヒ=ࣞスニ
ヒのルントリンクの住宅建築はᕷの建設方式の㐍Ṍを♧
している 59)」というように、おおࡴࡡこのಶ性的なジード
ルンクの成果を高く評౯している。一方で、「ᕪしあたり、
ライプツ࢕ヒᕷの最ᚋの住宅建築」と๪題にᥖࡆる記事も
あった 60)。これは、⤒῭状ἣのᝏ化によりᕷの住宅建設の
見通しが❧っていないことを៧いてのタイトルである。実
㝿、1929 年のୡ⏺⤒῭ᜍៃの影㡪により、ライプツ࢕ヒᕷ
の住宅建設は大ᖜに⦰小されていく。1930-31 年にジード
ルンク・ルントリンクの໭側に建設された住棟は、᏶全な
平行配置型となり、住戸は 40〜50 ㎡の最小規模で、ᾎ室
もバルコニーもなかった 61)。 
➨஧次ୡ⏺大戦୰、ルントリンクは✵くをཷけた 62)。一
部の住棟が破壊されて᧔ཤされた⤖果、୕㔜の円は一部が
Ḟけた形でᏑ⥆することになった。東ドイツ時代の 1965-
66 年に戦⅏をཷけた住棟が部分的に再建されたものの、
資金のḞዴから建築の⥔ᣢは༑分になされず、Ⲩᗫした状
ἣが⥆いたという。1980 年代にはᩥ化㈈ಖㆤのリストに
㍕るが、ಟ᚟の手が加えられることはなかった。しかし
1990 年の東すドイツ⤫一が㌿ᶵとなる。ライプツ࢕ヒ住
宅・建設会♫により、1993 年から 1997 年にかけてᩥ化㈈
ಖㆤを⪃慮した全面的なಟ᚟が実᪋された。あわせて
1992-94 年には戦時下に破壊された 5 つの住棟 63)が再建さ
れた。 
住棟のಟ᚟に㝿しては、建築の損യの㝖ཤやᵓ㐀的問題
のゎỴがなされると同時に、ᙜึの住戸平面をᑛ㔜しなが
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ら、屋根階に㏣加の居室を設けるなど、新しい時代への㐺
応がៅ㔜になされた 64)。ࡲた各住棟・住戸へのエࢿルࢠー
の౪⤥方法や設ഛの᭦新も行われている。再建された住棟
では、᪤Ꮡの住棟のデࢨインにあわせつつ、居住階として
の 4 階が㏣加された（図 27）。そのため最上ᒙの❆の形に
よって᪤Ꮡ住棟と再建住棟を見分けることができる（図
28）。ᚋ者では上ᒙの住戸に࣓ࢰࢿット形式も採り入れら
れたという。ࡲた、༡側の新築住棟の地下には 101 台分の
㥔㌴ሙが設けられている 65)（図 29）。 
ドイツ再⤫一ᚋ、ᨵಟと再建によって再び୕㔜の円にᡠ
ったルントリンクは、時代の変化をཷけいれながら、ヴァ
イ࣐ール時代の建築家の⌮᝿を௒にఏえている。 
 
ㅰ㎡ 
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製梁、勾配屋根の方があっている。」（Scharff, op.cit., p.183
の引用を参照） 
54) Ben Buschfeld, Bruno Tauts Hufeisensiedlung, Berlin, 2015, 
p.46 など。ブリッツのカーブした住棟における標準化され
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面型（3 室もしくは 4 室）であるが、いずれもバルコニー
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Großsiedlung Britz in Berlin-Neukölln”, in : Deutsche 
Bauzeitung, Berlin, 1927, pp.809-815 の平面図より）。 
55) Gartenstadtsiedlung “Am Schmalen Rain”。ジードルンクの概
要については、Stadt Gotha, Stadtplanungsamt (Hrsg.), Gotha. 
20 Jahre Altstadtsanierung, Gotha, 2011, pp.80-89 を参照。 
56) 2017 年 9 月 3 日にこのジードルンクを訪問し、写真を撮
っていた筆者を住人の一人が家に招き入れてくれた。その
時の会話に基づいている。このジードルンクはもともと鉄
道職員用のジードルンクであったが、現在は鉄道職員以外
も入居している（この住人も鉄道関係者ではない）。ただ
し、居住のためには協同組合（Genossenschaft）に入会しな
ければならず、居住費は家賃（Hausmiete）ではなく、居住
料金（Wohngebühr）の名目で支払うという。この半円形住
棟の各戸の庭のすぐ先には鉄道の線路が走っている。この
半円形住棟の住戸平面図を入手することはできなかった
が、外観等から判断する限り、おそらくジードルンク・ブ
リッツと同様に標準化された平面を採用し、方位に応じた
特別な配慮はなされていないと思われる。 
57)このジードルンクのためにミース・ファン・デル・ローエ
が模型を用いて効果的な住棟の配置計画を練っていたこ
とが知られている（ Matthias Schirren, “Städtebau als 
“bildende” Kunst. Der Werkbund und seine Siedlung”, in : 
Deutscher Werkbund Berlin (Hrsg.), Bauen und Wohnen. Die 
Geschichte der Werkbundsiedlungen, Tübingen, 2016, pp.7-25）。
なおヴァイセンホーフを先例として各国の工作連盟が建
設した実験的なジードルンクには、傾斜地に計画されたも
のがいくつか見られる。敷地への対応も実験的なジードル
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例えばチェコ工作連盟がプラハに建設したジードルンク
である「ババ」（1932）も見晴らしよい丘の上に建つが、
ヴァイセンホーフと同様に戸建て住宅による住宅地であ
る。一方で、スイスのチューリヒに建設された工作連盟ジ
ードルンク・ノイビュール（1931）はチューリヒ湖を見下
ろす高台の斜面地の特性を生かした出色のジードルンク
である。全体は平行配置型住棟によるオーソドックスな計
画だが、斜面に直交するように伸びるテラスハウス式住棟
では、住棟のヴォリュームを階段状に変化させ、バルコニ
ーや庭からチューリヒの街が望める計画となっている。居
住環境の優れたジードルンクが傾斜地に作られている。 
58) Scharff, op.cit., p.183 の引用を参照。 
59) “Der Rundling in Leipzig-Lößnig”, Leipziger Neueste 
Nachrichten, 1930.5.22 
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シャーフによれば、この最小規模の住居は、1930 年に国
が策定した住宅建設緊急プログラムにおける「簡素な住居
（Schlichtwohnung）」のための助成金を用いて建設された
という。対象は 50 ㎡以下の最小規模の住居だった。 
62)この段落は主に、Sächsisches Staatsministerium des Innern 
(Hrsg.), Denkmalschutz und Denkmalpflege im Freistaat 
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“Rundling” in Leipzig: Das Fadenkreuz der Moderne”, 
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